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複

ば

れ

、

次

の

二

で

札

目

、

さ

ら

に

ル

苦

言

以

上

休

む

と

つ

な

が

ら

き

る

の

で

す

。

孟

輔

依

し

ま

則

一

一

-

額

の

引

き

上

げ

u

一
の
改
善
一
④
保
険
料
の
額
の
引
き
一
た
だ
し
、
日
曜
日
は
午
前
十
時
一
禁
ビ
ジ
ネ
ス
、
し
か
も
最
近
の
ピ
ジ
一
一
と
な
っ
て
初
め
て
札
幌
闘
が
つ
な
が
な
く
な
り
ま
す
o
料
金
は
か
け
る
望
号
し
で
は
翼
の
ビ
ジ
ネ
ス
も

r
u
-
-
L一

一

い

ま

ま

で

循

環

器

系

統

の

疾

患

の

一

上

げ

一

か

ら

午

後

三

時

ま

で

一

変

電

話

に

は

き

わ

め

て

日

常

的

言

、

生

活

も

百

と

い

え

ど

も

成

り

た

ち

ま

一

暑

さ

に

負

け

ぬ

食

生

活

一

首
共
拠
出
年
金
制
度
の
年
寄
付
の
額
一
障
害
、
内
臓
震
の
障
害
は
、
障
害
一
拠
出
雲
の
年
金
額
が
大
巾
に
引

τ図
書
の
個
人
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
一
の
と
な
っ
て
き
た
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
ま
ず
番
号
を
メ
モ
芝
。
電
話
を
事
に
巧
み
に
使
い
こ
言
明
い
と
か
ら
だ
が
ひ
ど
く
疲
れ
る
も
一

変
質
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
に
拠
出
年
一
室
、
障
害
福
祉
年
金
の
支
給
対
象
一
ぎ
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
一
倍
出
し
た
い
と
き
は
、
ま
ず
借
実
ビ
ジ
ネ
ス
も
ぐ
ん
ぐ
ん
ス
ピ
ー
ド
ア
ツ
一
な
す
こ
さ
い
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
一
の
で
す
。
こ
れ
は
体
内
の
物
質
代
謝
が
一

ト
ト
金
制
度
が
で
き
て
か
り
引
き
上
げ
ら
一
と
な
る
障
害
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
て
一
の
財
源
と
な
る
保
険
料
も
、
当
然
引
一
を
ま
、
希
望
す
る
図
書
議
員
に
一
プ
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の
ア
ウ
ト
多
く
な
る
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
要
求
さ
れ
る
最
大
の
条
件
で
す
。
一
盛
ん
で
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
喜
一

日

リ

れ

て

い

ま

せ

ん

。

一

い

ま

し

た

が

、

今

回

の

改

正

で

こ

れ

一

き

上

げ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

一

票

し

ま

す

。

図

書

は

一

回

に

一

間

ア

フ

ィ

ン

ぐ

ら

い

は

心

得

て

い

な

く

て

は

語

、

こ

の

程

度

は

常

識

と

お

考

え

一

耗

す

る

か

ら

で

す

。

た

与

え

ば

、

霊

一

吋
リ
そ
こ
で
生
活
水
準
の
向
上
や
物
価
一
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
そ
の
保
険
料
の
額
自
主
げ
は
、
一
て
十
日
以
内
に
返
せ
ば
よ
い
こ
と
一
な
り
ま
せ
ん
。
り
ま
す
o

こ
の
O
一
一
一
一
一
書
外
番
号
と
の
距
離
に
よ
っ
て
七
円
で
か
け
ら
れ
の
室
、
少
し
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
方
一
位
一
院
院
号
仁
一
鈷

M
H一

ザ
」
の
上
昇
に
あ
わ
せ
、
五
年
寸
め
ど
に
一
本
年
士
一
月
百
以
後
は
あ
ら
ゆ
る
一
被
保
険
者
の
拠
出
能
力
を
に
主
あ
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
昭
和
四
十
七
年
に
は
、
こ
れ
が
全
国
と
呼
び
ま
す
。
る
秒
吹
か
き
ま
っ
て
い
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
も
、
こ
う
い
う
心
が
け
で
明
日
か
ら
ビ
一
が
一
一
十
倍
以
上
も
疲
れ
る
、
伝
わ
れ
て
一

L
f

手
な
お
し
す
る
こ
と
に
な
て
て
お
り
一
障
害
が
障
害
年
金
な
ど
の
支
給
要
一
わ
せ
、
次
の
き
に
引
き
上
げ
ら
れ

τい
ま
図
書
館
は
、
夏
休
み
で
小
・
旦
ど
こ
へ
で
も
お
互
い
に
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
今
大
洲
局
か
ら
、
ダ
イ
ヤ
ル
而
遣
さ
回
し
終
っ
て
呼
び
出
し
票
聞
え
ジ
ネ
ス
を
能
率
よ
く
、
気
持
ち
よ
く
さ
一
い
ま
す
。
一

ヨ
閉
ま
た
、
霊
年
金
保
険
が
昨
年
改
正
一
と
な
り
ま
し
た
。
一
ま
す
。
一
学
校
の
お
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
み
え
一
通
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
計
画
で
す
話
が
で
き
る
相
手
局
は
、
松
山
、
八
幡
る
ま
で
し
ば
ら
く
聞
が
あ
り
ま
ず
か
ら
ぱ
い
で
く
だ
さ
い
。
働
き
手
一
の
ご
主
人
の
み
な
り
ず
喜
一

j
J

さ
れ
、
給
付
水
準
が
大
巾
に
引
き
上
一
③
福
祉
年
金
の
所
得
に
一
マ
三
十
五
才
未
満
一
て
い
ま
す

0
2が
つ
ま
り
な
い
う
一
こ
の
通
請
を
ダ
イ
ヤ
ル
で
つ
な
ぐ
た
浜
、
宇
和
島
、
伊
予
言
、
伊
予
、
内
す
ぐ
切
り
な
い
で
悪
か
ら
十
五
秒
ま
奇
襲
電
話
局
一
は
こ
の
暑
さ
の
中
て
た
く
さ
ん
の
仕
一

位

、

官

れ

た

こ

と

も

あ

っ

て

、

基

準

と

一

一

四

土

一

年

一

月

か

ら

1
月
l
二
百
旦
ち
に
宿
題
そ
の
ほ
か
に
図
重
日
館
を
ご
一
め
日
本
を
分
割
し
て
各
百
ッ
ク
を
数
子
の
六
つ
の
局
で
す
が
、
近
く
全
国
主
で
ま
ち
ま
し
ょ
う
。
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
事
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
一

4
1
F

な
る
一
一
十
五
年
拠
出
皇
室
金
額
一
よ
る
支
給
制
限
の
緩
一
(
い
ま
ま
で
月
再
)
一
利
用
く
だ
さ
い
。
一
字
で
あ
ら
わ
し
ま
す
。
ま
ず
手
告
書
市
へ
は
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
事
可
話
に
よ
っ
て
霊
離
電
語
は
ビ
ジ
ネ
ス
一
た
め
体
力
の
お
と
ろ
季
、
い
わ
ゆ
る
一

人

J

S
二

古

か

ら

五

千

円

に

喜

一

和

一

マ

一

一

一

十

手

以

上

一

I
l
l
i
-
-
i
l
l
-
1
1
1
1
1
1
1
1
l」
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
「
夏
や
せ
」
と
な
っ
て
あ
ら
お
て
く
一

さ
き
に
国
聖
書
の
一
部
が
改
正
一
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
わ
一
福
祉
年
金
は
、
拠
出
年
金
と
こ
と
一
四
士
一
年
百
か
ら
|
月
i
一

一

百

王

一

時

l
寄

宮

学

校

一

喜

多

語

雇

144~一
一

興

一

階

諮

問

館

川

和

問

一

J
h
pせ
ぐ
に
は
、
ま
ず
、
ア
ル
一

民

自

龍

一

一

昨

申

告

町

一

科

目

先

行

日

目

狩

刊

)

日

江

戸

は

め

に

一

恥

下

盟

主

叶

一

一

百

午

前

一

布

市

会

申

請

一

額

一

一

一

講

堂

山

時

一

切

滞

空

長

一

げ

1
1
1の一
ま
た
、
福
祉
乞
の
年
寄
の

τれ5
3
2上納
し
て
い

f

i

-

-
仁

一

議

長

続

司

、

時

間

は

も

長

一

調

整

鵠

什

朋

川

田

一

昨

昨

日

説

明

片

付

一

緩
和
、
福
祉
年
金
の
年
金
額
の
引
き
上
一
額
に
つ
い
て
も
遂
年
引
き
上
げ
が
行
一
る
支
給
制
限
は
、
遂
年
緩
和
さ
れ
エ
る
拠
出
塁
手
金
給
付
の
算
定
方
法
一
本
年
度
の
狩
猟
者
講
習
会
が
次
の
日
一
U
ハ
者
と
し
て
の
講
習
を
、
ま
た
二
一
一
一
八
月
一
一
一
十
白
雪
時
一
一
煎
合
公
民
館
?
月
?
日
す
な
ど
を
飲
む
こ
と
で
す
。
胃
腸
章
一

げ
、
支
給
制
限

i
j
j
j一

i
i
JこJP
、

Z
」
宅
了
王

E
2
5主
主
な
ど
が
ま
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
一
程
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
と
し
は
じ
め
一
大
年
に
講
習
会
を
受
け
た
方
向
こ
一
県
事
務
所
「
出
張
所
一
O
料
ま
「
回
の
三
回
百
平
円
一
言
電
話
好

O
月
ロ
日
一
号
が
ち
に
な
り
ま
ず
か
ら
、
増
し
一

制

度

全

般

の

日

昨

日

月

比

日

崎

い

[

日

に

は

げ

ぼ

ー

っ

と

す

完

は

一

詰

詰

訂

正

措

(

布

市

)

同

六

日

(

一

追

加

の

一

;

一

語

臣

官

官

暗

号

一

2
2
2
2
2
2
2
Z
E
E
E
E援
髪
続
人
の
共
有
に
な
り
ま
す
が
、
罪
人
多
小
、
寝
入
の
数
、
勤
め
人
、
里
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
場
合
に
は
、
な
く
一
者
の
活
習
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
一
一
円
多
郡
)
午
前
九
時
1
六
洲
市
公
一
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
一
時
間
見
時
か
ら
行
時
ま
で
。
一
で
い
る
牛
の
肝
臓
、
に
ん
じ
ん
、
の
り
一

欝

繕

嬬

綾

羅

霧

灘

間

が

更

も

を

き

に

相

続

人

み

ん

ま

の

P
E
J
-
-
Z
E
E
-一仁川

HUM-一一山
一
く
白
い
こ
と
は
言
葉
洲

O
持

者

E
白
目

E
Z
Hしたもの
が
一

多
墾
Z
Z家
委
墾
裂
費
裂
傷
勢
参
観
後
な
の
共
有
罪
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
百
足
、
量
っ
て
く
し
庭
訪
所
へ
調
停
ま
た
は
審
判
の
申
立
一
つ
づ
け
て
同
一
の
話
免
許
を
受
け
た
一
慎
一
問
主
主
著
産
業
ど
と
昭
和
四
十
一
一
年
四
月
に
小
学
校
入
学
園
凋
蝿
闘
岨
剖

a盟
一
ま
し
、
青
季
節
こ
そ
、
で
き
る
だ
け
一

[
ぺ
凡
な
れ
川
町
一
一
日
間
出
日
出
日
詰
山
記
出
市

M

昨
出
円
一
一
訂γ訂む卜
UιぶLトシ引配fl配一
ijιO司官門羽吋問司一明ヰf守守111を号存事錨諸望一胃出可型1
冶記一長詳和詐記詑寸品出掠一昨舟一舟泊貯品主一端ヰ岬止
一

臨概帆

FJに=そつミて丈、民雲法が
E改正
苦
さ
れ
、
そ
君
の
分
益
理
解
で
し
て
い

2る人
合
は
あ
雪
ま
り
基
多
く
毛
な
相
担
印
枕
恥
欠
人
一
天E人主一天人会の財里丙
Eに与
す
一
詰aが訓
型
す
プ
る
柔
U芳
方
法
吉
は
、
遺
童
産
を
車
現
物
事
で
分
存
け
い
同
の
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
一
日
ま
¥
に
県
事
務
所
大
洲
出
張
所
(
林
一
一
0
日
程
な
ど
は
混
合
予
防
接
種
に
同
じ
一
審
主
で
み
る
と
、
一
年
中
で
斗
な
り
ま
す
。
一

帯

一

普

及

に

い

ろ

い

ろ

力

量

が

れ

、

い

ま

い

与

つ

に

思

わ

れ

ま

で

も

、

そ

れ

を

売

つ

ん

で

す

が

紛

争

を

正

し

く

解

決

す

る

た

一

義

)

へ

申

し

き

く

だ

さ

い

。

三

混

合

予

防

接

種

一

種

痘

接

種

一

号

ち

ば

ん

感

電

事

故

事

し

そ

う

一

台

風

へ

の

心

が

ま

え

一

一
世
間
目
指
片
山
相
続
人
同
志
の
話
し
合
J

一日一日記加盟問一一一下副社民一一甲山耳石川一。同一一信一世一出耕一拍車市町一一一一出主一

民

一

一

出

一

五

百

一

一

い

ま

す

多

い

つ

バ

に

M
h
h
hれ
が

白

凶

器

一

一

一

民

唯

一

平

副

長

一

一

話

相

山

一

日

一

一

一

一

一

一

明

石

川

一

円

一

一

日

一

時

記

一

一

一

一

一

の
手
が
残
り
虫
一
一
分
の
こ
を
平
等
に
人
の
死
亡
に
よ
っ
て
課
か
開
始
し
の
闘
で
、
納
得
の
い
く
よ
っ
に
話
し
合
め
い
め
い
の
取
り
分
が
同
じ
な
害
れ
て
、
最
も
よ
い
解
決
が
で
き
る
よ
う
に
一
菜
室
の
円
引
一
に
自
子
竺
年
後
こ
迫
加
を
ま
一
0
日
利
な
ど
互
い
こ
と
も
、
電
気
洗
た
く
機
喜
一
弓
月
に
か
け
て
は
東
日
本
長
傾
一

相
続
す
る
4
つ
に
な
っ
た
こ
と
、
相
続
ま
す
と
、
造
語
、
土
地
、
家
事
不
っ
て
分
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
で
よ
い
わ
け
で
す
o

と

く

に

安

易

心

が

け

て

い

ま

す

。

一

経

験

主

計

一

だ

交

け

て

い

な

い

者

一

言

H
)
(検
診
H
)

一

院

の

供

日

誌

九

日

立

d
M
M前
日
下
ど
ニ
の
ご
一

人
は
年
令
や
男
女
の
別
、
同
じ
戸
籍
に
動
産
な
ど
の
財
成
は
も
ち
ろ
ん
、
借
金
遺
産

ω分
刈
に
あ
っ
て
は
、
定
の
合
回
想
家
、
民
機
具
な
ど
は
農
業
を
家
庭
裁
判
所
語
ら
わ
れ
た
事
件
を
一
八
凡
二
十
日
、
二
十
一
日
午
究

O
日

号

ど

一

喜

多

幼

童

q
月
5
日
?
月
日
一
は
た
く
さ
ん
這
議
回
一
妥
庭
内
一
家
庭
に
も
千
分
研
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
一

同

点

目

日

日

時

日

引

け

両

訪

問

封

印

日

号

日

時

告

白

人

却

問

先

日

回

目

見

弘

法

j
uむ
ヨ

適

な

生

活

を

お

く

り

ま

し

ょ

う

。

一

制

服

軒

目

円

問

問

一

に

お

話

持

ま

れ

い

日

一

扱

一

日

間

ふ

れ

HUH-日一

に
つ
い
て
は
、
よ
く
知
り
れ
る
よ
-
つ
に
り
ま
す
o
そ

し

て

七

一

応

記

号

44りま
せ
ん

J
崖
の
で
満
足
し
て
も
り
-
っ
と
山
つ
レ
考
の
で
あ
っ
て
ミ
ほ
ん
と
つ
の
原
配
京
疲
労
し
て
一

v手
洗

い

を
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